
六
五
四
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六
月
コ
ヤ
-
司
芳
三
福
晴
男
便
物
語
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{
毎
月
一
一
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一
回
寝
待
}
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造
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事
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士
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保
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院
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j
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法
冊
子
一
時
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神
戸
正
雄
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三
世
界
観
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人
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典
型
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:
・
:
丈
墜
博
士
米
国
庄
太
郎

キ

寓

唱

品

田

冊

目
取
返
に
於
け
る
産
業
組
合
金
融
の
動
向
蓮
華
暗
士
八
木
芳
之
助

研

究

フ
ラ
ン
ス
一
帝
園
経
済
命
日
議

:
-
j
i
-
-
師
団
持
率
士
松
岡
孝
児

産
業
的
姉
崎
山
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
:
・
淫
湾
事
士
中
谷
費

七
台
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型
:
:
:
経
ザ
持
率
士
明
石
最
三

商
業
生
産
設
の
諸
性
格
・
:
:
:
・
:
:
:
・
・
:
経
由
主

γ

士

松

井

清

調
H

胃
凡

叢-fE 

希
臓
人
の
「
植
民
」
観
ー
•• 

中
小
経
管
の
弾
力
性
に
就
い
て
・
e

e

-

袖
M

U

@

誓

T

眠
闘
判
川

A
事
山
h
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新
着
外
国
経
済
雑
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主
要
論
題
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中
小
経
営
の
弾
力
性
に
就
い
て

岡

合

f白

ごと

従
来
資
本
主
義
経
済
の
護
展
に
作
ふ
企
業
集
中
、
或
は
経
佐

の
大
淀
様
化
現
象
の
進
展
は
、
そ
の
必
然
的
向
結
と
し
て
、
中

小
経
パ
リ
リ
の
波
市
川
レ
イ
一
悠
ら
ず
も
の
?
あ
る
と
せ
ら
11
た

3

け
い
げ
ど

、

J

R

却

も
J
Y
L
く『
U
J

川
J

J

い

仔

7
固
い
日

1
t
J
h
r
f
、「川、

-

J

4

p

'

1

1

6

 

「
〉
一
茂
h
J
語、
k
f
h
T
=

イ
ペ
バ

ν
一
ザ
ナ
い
い

F
L
I
J
A
y
r
r
u
r
}

針
し
て
種
々
の
文
化
的
・
経
済
的
抵
抗
の
存
布
ず
る
事
が
認
め

ら
れ
る
。
而
し
で
此
の
一
般
的
後
岡
崎
傾
向
に
針
す
る
一
つ
の
終

神
的
抵
抗
と
し
で
、
普
通
に
認
め
ら
る
L
も
の

L

一
つ
は
、
中

小
経
営
の
弾
力
性
、
印
ち
そ
の
外
部
的
経
済
傑
件
。
崎
勤
に
対

ず
る
遇
感
能
力
で
あ
る
。

と
誌
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
同
戸

zd
の
弾
力
性
現
前
は
、
主
と

し
て
中
小
工
業
経
替
を
針
稀
と
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
庚
く
中
市
経
皆
一
般
に
受
賞
す
る
底
多
く
、
今
日
経
内
政

策
上
の
一
中
心
問
題
た
る
中
小
経
替
問
題
の
操
本
的
認
識
に
資

巾
小
伺
暗
殺
の
弾
力
性
に
就
い
て

す
る
虐
が
少
ぐ
な
い
と
思
は
れ
る
。

ーー

惟
ふ
に
大
規
模
経
緯
の
経
済
的
優
越
刊
の
主
な
る
根
擦
は
、

大
景
仕
入
・
大
量
生
産
に
依
り
て
向
車
位
常
り
、
費
問
h
r
一
節
減
し

う
る
拡
に
存
ず
る
。
け
れ
ど
も
此
の
大
号
仕
入
攻
ら
び
に
大
量

生
市
町
有
利
の
法
則
は
、
市
場
に
於
け
る
六
回
で
需
要
の
存
在
を
前

挺
し
て
始
め
て
有
殺
忙
殺
仰
せ
ら
る
L

の
で
あ
っ
て
、
市
場
憐

件
を
山
川
市
川
せ
る
経
持
の
横
張
は
、

必
然
に
需
給
の
均
術
撹
乱
を

レ
h

ヘ哨/
H川
1

j

J

』

2
l
i
l

ま

〆

h
a
E
j
t
i
J』

-
J
L
勺
二
一
百
コ
ザ
ー

崎、

=lし
τ
け
型
川
口
智
府
市

-
c
f↑
o
d
-
-
d
u
J
J
Vん

犬
す
る
。

放
に
経
管
の
給
付
能
力
に
と
り
て
決
定
的
意
義
を
有
ず
る
も

の
は
、
坐
産
手
段
の
技
術
的
作
用
能
力
自
時
で
は
怒
く
し
て
、

寧
ろ
そ
れ
が
、
市
場
傑
件
に
針
し
て
有
す
る
相
到
的
意
義
で
あ

る
。
而
し
て
窓
枠
山
の
給
付
能
力
の
外
部
的
市
場
傑
件
に
針
ナ
る

相
針
的
関
係
、
即
ち
、
一
三
前
川
容
が
奥
へ
ら
れ
た
る
前
提
的
背
保
件

の
下
に
於
て
、
最
高
の
経
済
的
成
果

5
E
E
Z安
2
2刊
を
獲

得
せ
ん
が
震
に
、
そ
の
経
骨
過
程
問
。
訂
正
読
ま
ω
え
そ
決
定
的

に
制
約
す
る
所
の
、
外
部
的
経
済
的
諸
燦
件
の
媛
動
に
遁
感
す

第
川
十
一
巻

九

第
二
沈

一
四
五

谷口教授、中小工業の更生と組合迩朝、論議、 3'1巻、 5務、 '~7~50頁参照。
C"rt [.ミ山erg，Die El肘t1zltit-(Ier-g~-;:;;~:i'l~)licbêñ -}(lein-l~H1d -Mittelhetriebe. (Die 
Betrieh:-;wirbchaft Heft 8/9， 26 Jallプ1JR ヨ08ff.) 
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中
小
終
答
の
部
力
性
に
杭
い
て

る
可
能
性
』
は
普
通
に
経
皆
の
弾
力
性
と
呼
ば
れ
て
居
る
。

経
慢
の
弾
力
性
は
一
般
的
抽
象
的
に
は
お
の
如
く
規
定
し
ろ

る
け
れ
ど
も
、
之
を
具
偲
的
に
把
握
せ
ん
と
す
る
揚
合
に
は
、

そ
の
測
定
の
絶
制
的
規
準
bq~
求
め
件
ざ
る
が
偽
に
、
稜
々
の
困

'E
一
耐
且
刊
也
」

9
3
0

割
河

K
芳
元
F
F
j

而
し
て
中
小
絞
叫
刊
の
弾
力
性
の
乳
、
閥
的
把
梶

[羽
，)~W 

一
閣
に
は
れ
い
い
日
叫
松
阿
引
の
川
昨
な
る
一
律
的

限
界
を
求
む
る
事
の
困
難
な
る
の
み
た
ら
歩
、
他
国
に
は
中
小

経
営
の
経
済
的
紺
成
自
障
が
、
決
し
て
統
一
的
た
経
同
構
法
慌

で
は
た
く
し
て
、

そ
の
構
成
・
終
消
目
的
、
さ
ら
に
そ
の
内
部

的
生
活

(HESEEM)
に
於
て
種
々
雑
多
で
る
る
こ
と
に
基
凶

す
る
。
故
に
特
定
の
経
営
の
弾
力
牲
の
具
際
的
把
握
の
企
は
、

そ
の
測
定
に
闘
す
る
何
等
か
の
絶
釣
的
規
準
の
追
求
よ
り
も
、

寧
ろ
そ
の
経
比
百
の
絞
済
活
動
の
過
程
に
於
て
願
は
る
L
諸
k

の

兆
候
の
認
識
に
よ
り
て
の
み
達
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
ニ
一
日
ふ
迄
も
た
く
、
此
等
諸
K

の
兆
候
の
凡
て
が
弾
力
性
の

具
惜
的
把
握
に
針
し
て
同
等
の
債
値
を
持
つ
も
の
で
は
た
い
の

で
あ
っ
て
、
『
弾
力
性
の
判
断
に
於
て
如
何
な
る
兆
候
♂
-E司
S
E

に
重
要
意
義
が
蹄
属
ナ
る
か
は
、
第
一
に
、
経
営
の
外
部
的
支

第
四
十
一
審

九
I!!-j 

第

披

凶
~ 
p、

現
を
茶
礎
付
け
て
居
る
所
の
如
何
在
る
過
程
が
、
そ
の
絞
川
村
目

的
の
達
成
上
、
主
張
引
を
占
む
る
か
に
依
有
す
る
の
で
あ
る
こ

例
へ
ば
経
待
目
的
が
最
大
利
潤
の
獲
得
に
存
す
る
侍
利
川
松
山
刊
に

於

τは、
守
役
亡
、
，
t
，
H
h
ι
口

J
Z
〉
逗
h
H
d

J
l
T
j
!
t
m
4
0
E
江
主
重
泊

そ
の
杭
刊
討
の
帰

力
性
の
烹
突
な
る
円
比
一
情
的
支
徴
で
あ
る
が

之
に
反
し
絞
山
一
内
部

出
合
均
四
協
を
れ
し
、

l
，

I
ノ

;

そ
の
組
ι
n
R
η
泊
先
生
前
の
売
買
を
肝
心

二
割
と
す
る
捗
合
に

u.
ー

:
t
p
t
i
-
-
h
i
》

3
-
t
i
j〉

豆
a
F
h附
言
語
和
，
お
平
一

σト釦
刑
制
卜

'r町
ι

達
成
に
針
し
主
要
な
る
芯
義
b
L
持
つ
が
放
に
、
此
の
穏
の
絞
訟

の
弾
刀
性
の
具
剛
閥
的
表
徴
と
し
て
は
販
賀
川
出
格
が
よ
り
前
九
M
r
J
U

あ
る
。
の
み
な
ら
や
更
に
「
同
一
的
或
は
相
克
作
川
的
た
る
諸
過

税
(
例
へ
ば
仕
入
、
主
産
、
駅

E

貰
の
諸
過
程
)
に
於
け
る
敏
ゲ
タ
の
消
去

徴
(
例
へ
ば
諸
h

の
費
用
、
債
格
、
或
は
叉
操
業
率
、
生
産
面
等
)
の
小
、

奥
へ
ら
れ
た
る
粧
倍
憾
に
よ
り
大
た
る
影
響
佐
興
ふ
る
概
識

が
よ
り
高
き
債
値
を
占
め
る
』

〉
ロ

N
E
n
}昂
ロ

の
で
あ
っ
て
、
例

へ
ば
費
肘
の
運
動
が
主
と
し
て
人
件
費
に
依
り
て
制
約
せ
ム
旬
、
れ

る
揚
ム
口
に
は
、
此
の
人
件
費
が
他
の
諸
費
用
に
比
し
、
そ
の
粧

品
同
憶
に
よ
り
大
な
る
影
響
を
興
ふ
る
標
識
で
あ
り
、
従
っ
て
そ

の
経
営
の
弾
力
性
の
具
惜
的
表
徴
と
見
倣
さ
れ
う
る
の
で
あ

Rul>erg， a. a. O. S. 208 
Ruberg， a. a. O. S. 208 
H.uherg， a. a. O. S. 208. 
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る。
既
に
湛
ぺ
た
る
如
〈
、
経
A
H
の
弾
力
性
は
外
部
的
受
動
に
針

ず
る
遜
感
能
力
で
あ
る
が
、
此
の
遁
膝
が
賓
現
せ
ら
れ
る
が
矯

に
は
、
↑
外
部
的
時
変
動
が
認
識
せ
ら
れ
る
こ
と
.
に
営
該
経
営

を
外
部
的
建
動
に
適
底
せ
し
め
ん
と
す
る
意
志
が
賀
行
せ
ら
れ

う
る
こ
と
の
二
つ
の
前
提
的
要
件
が
満
足
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
而
も
此
等
ニ
婆
件
の
洲
口
む
ぜ
ら
れ
る
紹
皮
は
、
す
べ
て
の

市
川
叫
小
川
J

こ

ιご
し
必
J
V
J

し
も
一
五
?
i、
I

1

c

J
『

A
q
J
V
E
[
ド

+

h

H

v

a

p

-

-

q

b

i

i

、l
r
i
ーすん

Bυ

】
山
口
}
》
司
「
間

は
先
づ
遁
懸
賞
現
の
第
一
要
件
た
る
外
部
的
鑓
動

認
識
の
可
能
性
の
問
題
を
、
販
寅
市
場
・
調
達
市
揚
・
信
用
市
場
・

弁
働
市
場
に
於
け
る
諸
費
動
に
つ
き
て
論
究
し
て
居
る
。

而
し
て
彼
は
販
賀
市
場
に
於
け
る
諸
力
、
卸
ち
販
費
従
っ
て

供
給
数
量
を
規
定
す
る
諸
力
の
鑓
動
に
到
す
る
認
識
可
能
性
の

問
題
を
考
案
す
る
に
常
り
、
経
営
を
使
宣
上
、
一
消
費
材
を
直

接
に
終
局
消
費
者
へ
販
一
貫
す
る
も
の
、
コ
消
費
材
生
産
経
傍
に

し
て
そ
の
製
品
販
一
買
が
商
業
に
依
り
て
仲
介
せ
ら
れ
る
も
の
、

ロ
〕
生
産
手
段
の
生
産
経
皆
の
三
群
に
分
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
諸

中
小
経
俸
の
強
力
性
に
就
い
て

経
営
群
の
中
、
中
小
経
借
金
剛
聞
の
大
多
数
を
占
む
る
第
一
群
は
、

消
費
者
厨
と
直
接
的
連
繋
を
保
持
し
て
居
る
が
故
に
、
『
主
と

じ
て
消
費
者
の
精
味
措
変
動
並
に
牧
入
の
運
動
に
由
来
す
る
販
寅

市
場
に
於
け
る
受
動
に
封
し
て
極
め
て
敏
感
で
あ
る
o』

之
に
反
し
第
二
群
は
、
消
費
者
居
と
の
直
接
的
接
燭
た
き
鴻

に
、
消
費
者
側
に
於
け
る
諸
事
情
の
同
党
動
に
封
し
て
、

さ
ほ
ど

に
鋭
敏
で
は
な
い
。
此
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
『
販
賀
市
場
に
於

凶
り
る
娘
一
動
は
、
た
づ
介
在
的
商
業
陣
佐
川
札
依
り
て
把
握
せ
ら
れ
.

ぞ
れ
は
一
応
の
「
返
れ
L
4
2
m
勺
」
三
振
庁
一
以
て
始
め
て
体
内
紙

伎
に
偲
達
せ
ら
れ
る
o」

巾
小
経
判
明
凸
に
し
て
第
三
群
に
属
ナ
る
も
の
は
極
め
て
少
数
で

あ
っ
て
、
此
の
種
の
経
山
内
γ?と
一
読
者
者
居
と
の
聞
に
は
、
普
通
に

商
業
の
段
階
的
介
入
が
行
は
れ
て
居
る
の
み
た
ら
や
、
そ
の
生

産
物
向
身
の
持
描
倒
的
性
質
の
震
に
、
販
賀
市
揚
の
刻
k

の
受
動

に
謝
す
る
感
際
性
は
一
般
に
低
い
。

之
を
要
す
る
に
、
『
総
じ
て
中
小
経
営
は
販
賀
市
揚
に
於
け
る

諸
勢
力
の
タ
曹
を
ば
比
較
的
迅
速
且
完
全
に
認
識
す
る
も
の
で

あ
る
o」

第
同
十
一
巻

九
五

第

波

一
四
七

R uberg， a. a.. 0 日.210. 

R uberg， ::t. a. O. S. 210. 
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中
小
経
州
国
の
強
力
制
口
は
就
い
て

第
二
に
調
建
市
揚
に
於
け
る
諸
勢
力
の
耕
民
動
に
到
す
る
認
識

の
可
能
性
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
先
づ
注
目
す
べ
き
は
、
調
達

市
場
よ
り
経
皆
へ
の
「
商
品
の
流
れ
し
が
持
綾
的
流
動
的
に
行
は

れ
、
従
っ
て
商
品
の
同
特
の
側
め
て
込
症
な
る
続
時
、
例
へ
ば

食
別
品
工
業
の
如
き
で
あ
る
。

=LK
う
主
〉
宝
山
ご
す
「

5
問
主
布
日
前
勺
註
討
つ
'
ド
り
品
川
μ
1
7ぐ
っ

E
J』

r
U
1
f
u
o市
j
r
t
'
h
r当
v

，
f
即

1
1
-
I
J
J
6
6
3
f
z
E
/
V
一
d
r
l
-
d
'
4

強
度
の
耐
再
建
は
比
較
的
迅
速
で
あ
る
が
、
』
特
に
終
日
時
百
と
原
料
却

市
揚
と
の
接
簡
が
直
接
的
?
あ
れ
ば
あ
る
程
、
そ
の
停
達
は
蓮

か
で
あ
る
。
之
に
反
し
原
料
の
貯
蔵
が
比
較
的
長
期
に
亙
る
経

昔
、
従
っ
て
商
品
同
特
の
比
較
的
経
抽
出
た
る
経
営
、
例
へ
ば
木

材
加
工
業
・
金
属
加
工
業
の
如
き
は
、
市
場
と
の
接
備
の
断
積

的
な
る
が
鋳
に
、
調
達
市
揚
の
従
動
に
到
す
る
認
識
は
非
常
に

遅
い
。
従
っ
て
調
達
市
場
に
於
け
る
一
般
的
俊
動
に
到
す
る
此

の
種
の
経
営
の
遡
舷
は
、

建
巡
的
ま
た
は
断
続
的
に
行
は
れ

る。
第
三
に
信
用
市
揚
の
愛
動
は
、
生
産
物
が
主
と
し
て
流
動
的

牧
入
に
よ
り
て
支
排
は
る
L
粧
品
刊
に
州
制
し
て
は
、
そ
の
作
用
が

微
弱
で
あ
る
が
、
販
質
問
口
m
の
支
排
の
潟
に
信
問
が
要
求
せ
ら

第
四
十
一
巻

第

も枕

一
凶
八

九
ノ、

れ
る
程
度
が
大
な
れ
ば
大
た
る
程
、

そ
の
経
替
は
信
用
市
揚
の

愛
動
に
強
く
影
響
せ
ら
れ
る
。
(
例
へ
ば
建
築
業
、
高
級
家
具
業
、

衣
服
工
業
の
如
し
)

第
四
に
中
小
絞
皆
は
一
般
に
自
家
持
働
を
利
用
す
る
範
岡
氏

古
が
終
に
、
持
倒
市
揚
に
札
制
す
る
依
存
牲
は
比
較
的
些
少
で
あ

〉
。

k
r市円。
-
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、
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-
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程
度
に
他
人
の
労
働
を
必
要
と
す
る
か
に
依
存
す
る
も
の
で
あ

る
P

斯
く
の
如
く
中
小
経
営
は
大
憾
に
於
て
、
外
部
的
市
場
廃
動

こ
と
に
販
寅
市
揚
の
踊
変
動
に
謝
す
る
認
識
の
可
能
性
は
高
い
と

言
ひ
得
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
他
国
に
『
中
小
経
替
は
組
織
的

方
策
を
採
用
す
る
大
経
営
に
比
し
て
、
市
場
鑓
動
を
判
断
し
、

そ
れ
に
基
き
て
経
替
の
運
行
を
意
識
的
に
調
整
す
る
能
力
を
飲

ぐ
が
震
に
、
揚
力
性
賞
現
の
震
の
前
提
的
要
件
を
放
棄
す
る
揚

合
が
あ
る
の
で
あ
る
o
』

さ
て
強
力
性
寅
現
の
鋳
の
第
二
の
前
提
的
要
件
は
鍵
動
に
針

す
る
遁
肱
意
志
が
賛
行
さ
れ
う
る
事
に
存
す
る
。
け
れ
ど
も
此

の
趨
肱
意
志
の
賀
行
に
射
し
て
は
種
々
の
人
間
並
に
物
的
択
抗
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が
存
在
す
る
。

言
ふ
迄
も
友
く
中
小
経
僻
と
雌
も
、
全
く
物
的
設
備
を
は
臥
ぐ

こ
と
は
出
来
友
い
。
け
れ
刊
と
も
中
小
経
替
の
物
的
設
備
は
比
較

的
低
級
で
る
っ
て
、
市
場
の
建
動
に
鹿
じ
て
容
易
に
之
を
改
鑓

し
う
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

故
iこ

自立
lこ

「
中
小
経
営
に
於
て

は
、
泊
舷
賓
現
上
の
物
的
抵
抗
は
犬
絞
待
に
於
け
る
程
甚
だ
し

く
な
い
。
』
泊
舷
貫
現
上
の
物
的
判
抗
は
粧
品
川
山
規
模
の
大
い
さ
に

つ
れ
て
加
は
る
の
で
あ
る
。

児

ま
た

沼i

M、
、ー

は

出
町
川
労
働
と
祝
行
将J
働
と

が
比
較
的
密
接
に
結
合
し
て
居
る
が
矯
に
、
『
組
織
的
構
成
、

。元町
5
E
P
E
5コ
臼
田
口
コ
出
口

に
出
来
す
る
遁
腹
上
の
抵
抗
も
ま
た
大

経
後
に
比
し
て
小
で
あ
っ
て
、
絞
品
川
相
導
者
の
意
士
山
は
何
等
の

摩
擦
な
し
に
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
o
』

斯
く
の
如
〈
経
慌
の
人
的
組
織
の
筒
粗
な
る
と
と
は
高
き
趨

舷
能
力
を
生
み
出
す
一
つ
の
原
因
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
同

時
に
、
経
品
川
の
技
術
的
改
善
が
僅
少
の
努
働
者
ま
た
は
絞
侍
所

有
持
た
る
一
個
人
の
技
術
的
能
力
以
上
に
進
み
得
な
い
と
ニ
一
一
日
ふ

快
黙
を
仲
ひ
、
終
北
川
の
時
制
張
能
力
こ
と
に
好
況
時
に
於
け
る
遁

中
小
経
替
の
弼
力
性
に
就
い
て

際
能
力
を
甚
だ
し
く
制
限
す
る
事
と
な
る
。

中
小
経
傍
の
弾
力
性
の
考
察
に
営
り
で
は

そ
の
「
人
と
経

借
と
の
闘
係
」
が
特
に
重
大
友
る
意
義
を
有
す
る
。
『
中
小
経
皆

に
在
り
て
は
持
働
者
も
向
ほ
責
任
あ
る
共
同
者
で
あ
っ
て
、
彼

は
仕
事
と
(
償
援
に
融
合
し
、
彼
自
ら
の
賀
行
力
・
調
自
の
判
断

及
そ
の
才
能
を
白
山
に
殻
揮
す
る
と
と
に
依
り
て
、
諸
々
の
障

時
を
克
服
せ
ん
と
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
此
の
絞
皆

共
同
閥
、
(
(
{
庁
出
喜
一
⑦
一
E
M
5
2
2口
問

-
5
3
相
豆
快
助
の
窓
士
山
・
指

事
品
目
白
土
従
業
品
川
の
交
正
的
信
械
叫
に
山
県
ず
る
矧
力
性
の
源

自
訴
は
、
資
本
家
的
な
る
計
算
的
組
織
的
技
術
に
依
り
で
は
創
り

出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
』
さ
れ
ば
、
此
の
穫
の
弾
力
性
の
源
泉

は
、
今
日
の
中
小
経
山
崎
刊
に
取
り
で
特
に
重
犬
た
る
侭
値
あ
る
も

の
で
あ
り
、
中
小
紋
皆
の
繁
突
の
震
に
は
、
凡
て
の
経
皆
参
加

者
が
高
き
倫
却
的
視
貼
に
立
ち
で
経
日
常
共
同
閣
の
潟
に
努
力
す

る
庭
あ
ら
ね
ば
た
ら
た
い
。

既
に
明
ら
か
友
る
如
く
固
定
費
削
の
増
大
は
弾
力
性
の
低
下

を
伴
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
雨
品
刊
の
問
に
は
謂
は

r
一
つ
の
拾
抗

的
闘
係
が
存
夜
す
る
の
で
る
る
が
、
同
定
費
川
の
切
下
げ
に
よ

第
四
十
一
巻
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中
小
経
俸
の
弾
カ
性
に
就
い
て

る
弾
力
性
の
府
大
は
、
多
く
の
揚
合
に
大
経
営
に
封
ず
る
競
争

力
の
低
下
を
資
ら
す
も
の
な
る
が
故
に
、
か
a
A

る
目
的
の
震
に

ず
る
同
定
費
用
の
削
減
は
、
之
を
無
制
限
に
行
ふ
こ
と
を
得
た

ぃ
。
之
に
反
し
新
た
な
る
固
定
的
投
資
を
行
ふ
に
常
り
で
は
、

そ
れ
に
依
り
て
世
該
給
料
一
山
の
強
力
牲
が
如
何
な
る
程
皮
に
障
碍

せ
ら
み
入

h
k中
川
守
的
山
し
た
日
札
ば
た
ら
た
い
。

四

最
後
に
指
摘
す
べ
き
は
技
術
の
進
歩
左
中
小
経
替
の
構
造
的

後
腹
の
閥
係
に
就
い
て
ピ
る
る
。
技
術
の
進
歩
は
中
小
粧
品
刊
に

射
し
で
も
亦
経
皆
の
構
治
的
強
展
即
ち
そ
の
質
的
改
善
を
袋
詰

し
、
例
へ
ば
動
力
源
と
し
て
、
牛
の
労
働
の
代
り
に
電
動
機
を

設
置
し
、
馬
や
牛
車
が
貨
物
用
ト
ヲ
ツ
ク
に
依
り
て
代
置
せ
ら

れ
る
に
至
る
。

と
の
構
造
的
礎
化
は
一
一
呂
ふ
迄
も
泣
く
、
凡
て
の
中
小
経
営
に

於
て
一
様
で
は
な
い
。
『
中
小
経
替
に
於
て
新
設
備
の
採
用
が

最
も
盛
に
行
は
れ
る
の
は
、
殻
展
的
大
経
替
に
依
る
競
争
的
恐

成
の
大
友
る
管
業
種
別
、
即
ち
機
械
導
入
が
容
易
で
あ
り
、
且

つ
そ
れ
に
依
り
て
管
業
能
率
の
著
大
た
る
向
上
が
賀
ら
さ
れ
う

第
四
十
一
容

第

盟宮

九
i¥. 

五
O 

る
部
門
、
例
へ
は
木
工
業
、
屠
殺
業
の
如
き
で
あ
る
。

i
之

に
反
し
機
械
化
経
営
に
依
る
競
年
的
悲
成
の
砕
き
部
門
、
例
へ

ば
鍛
冶
業
・
革
手
袋
業
に
於
て
は
、
此
の
構
造
的
遁
庭
、
与
一
命

w 
~) .'. :::;--
R 。』り 'c

，ア
ー戸-
'" -
C予

』
己
目
V
川
町
志
豆
}
高

は
、
極
め
て
遁
k

た
る
も
の
で
あ

守、4
4

H

4

4

、‘

P
E
P
-
r
 

C
 

、
J
5
E
1
3
1

、
1

、
f
-
7
t
h
a
i
:
:
一

}

江
幹
事
吋
J
。4
L
〈
バ
叶
パ

d

和
信
和
r
t

斗
K
M
ω

モ¢

生
産
行
程
の
佐
賀
の
如
何
に
依
り
、
機
械
化
の
進
行
、
従
っ
て

経
営
施
設
の
改
善
が
比
較
的
強
く
要
請
さ
れ
る
も
の
と
、
然
ら

宮
る
も
の
と
が
あ
る
。
而
し
て
粧
品
百
施
設
の
改
善
が
比
較
的
強

〈
要
請
さ
る
L
h
船
時
は
、
自
ら
信
用
に
封
ず
る
要
求
も
比
較
的

担
い
。
又
然
ら

F
る
純
資
に
於
て
も
原
料
の
購
入
・
持
貨
の
支

排
等
の
震
に
常
に
流
動
的
信
肘
を
必
要
と
す
る
。
然
る
に
中
小

粧
品
百
に
在
り
で
は
、
物
的
信
用
は
一
般
に
低
〈
、
必
要
な
る
揚

合
に
そ
の
施
設
を
改
苦
し
、
ま
た
は
遁
且
阜
の
原
料
を
仕
入
れ
る

こ
と
に
依
り
て
、
景
気
的
或
は
季
節
的
好
況
に
廃
す
る
能
力
を

快
ぐ
の
で
あ
る
。
故

ι中
小
絞
皆
の
弾
力
的
泊
舷
を
充
分
に
笈

邦
せ
し
め
ん
が
震
に
は
、
人
的
信
用
を
基
礎
と
す
る
信
用
政
策

を
確
立
し
友
け
れ
ば
左
ら
友
い
。
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